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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第31期

第２四半期連結
累計期間

第32期
第２四半期連結
累計期間

第31期
第２四半期連結
会計期間

第32期
第２四半期連結
会計期間

第31期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 1,141,3761,225,470523,454 630,9862,449,063

経常損失（千円） △204,617△172,202△152,145△71,364△219,062

四半期（当期）純損失（千円） △204,704△97,869△153,794△70,339△225,408

純資産額（千円） － － 6,568,5866,402,1496,597,335

総資産額（千円） － － 7,340,0937,191,1297,393,833

１株当たり純資産額（円） － － 549.17 535.25 551.57

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（円）
△17.11 △8.18 △12.86 △5.88 △18.85

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 89.5 89.0 89.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
176,091 △6,505 － － 401,389

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△232,419 187,417 － － △269,048

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,728 △1,761 － － △3,449

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 1,341,4641,593,9491,540,600

従業員数（人） － － 137 134 134

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四

半期（当期）純損失であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 134 (18)

　（注）１　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外書きで記載

しております。

        ２　臨時雇用者数には、パートタイマー及び派遣社員を含んでおります。

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 127 (18)

　（注）１　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外書きで記載して

おります。

        ２　臨時雇用者数には、パートタイマー及び派遣社員を含んでおります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高（千円） 前年同四半期比（％）

光部品関連事業 303,370 －

光測定器関連事業 77,627 －

合計 380,997 －

　（注）１．生産高には、消費税等は含まれておりません。

２．生産高は、製造価額によっております。

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間の受注状況をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（千円）
前年同四半期比

（％）
受注残高（千円）

前年同四半期比

（％）

光部品関連事業 333,566 － 332,903 －

光測定器関連事業 308,311 － 352,478 －

システム・ソリューション事業 57,216 － 1,742 －

その他 － － － －

合計 699,095 － 687,125 －

　（注）受注高及び受注残高には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比（％）

光部品関連事業 416,627 －

光測定器関連事業 158,849 －

システム・ソリューション事業 55,509 －

その他 － －

合計 630,986 －

　（注）１．販売高は販売価額によっております。

２．前第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売

実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日） 相手先

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

日立製作所 64,463 12.3日本電気 90,586 14.4

－ －　 －　 富士通 90,133 14.3

－ － － NTTエレクトロニクス 66,229 10.5

３．販売高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間（以下、「当第２四半期」）におけるわが国経済は、景気回復に向けた展開こそみられ

るようになったものの、欧州を中心とする世界経済に不安要因が残っていること、円高が急速に進んでいることな

どから、先行き不透明感を感じさせる状況が続きました。

　当社グループが属する光通信市場においては、2008年秋以降に急減速した設備投資が回復をはじめました。スマ

ートフォン等の流行などに起因して、データ通信量の劇的な増加が続いており、モバイル通信網の増強、高速大容

量通信の需要が高まっていること、中国において通信の光化が進行していることなどが、主な要因です。その一方

で、顧客からの製品単価引き下げ要求は依然として強く、利益の確保には相当の努力が必要となっているのが現状

です。

　このような状況の中、当社グループは、平成23年3月期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）の基本方

針として、「市場ニーズの先取りとスピーディな事業展開」を掲げ、事業活動を展開しております。当社グループの

当第２四半期の売上高は630百万円となり、前第２四半期連結会計期間（以下、「前第２四半期」）と比較して

20.5％増加しました。通信関連設備投資が回復傾向にあり、光部品の販売数量が増加したこと、光部品製造工程向け

の光測定器の売上が増加したことなどが、その主な要因です。

　売上高増加に加え、原価低減活動を一層推進したこと、粗利益率の高い光測定器製品の売上高が回復したことなど

により、当第２四半期の営業損失は28百万円（前第２四半期は78百万円）、当第２四半期の経常損失は71百万円

（前第２四半期は152百万円）となりました。四半期純損失は70百万円（前第２四半期は153百万円）となっており

ます。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①　光部品関連事業

　当第２四半期の売上高は416百万円となりました。通信設備投資が回復を始め、光部品の需要も増加傾向となっ

たことで、売上高が回復したものです。セグメント利益は1百万円となりました。

　なお、光部品関連事業の研究開発に関連し、当社の取組む先進的な研究テーマが、独立行政法人情報通信研究機

構（略称「ＮＩＣＴ」）及び、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（略称「ＮＥＤＯ」）から、

それぞれ、助成事業の採択決定をうけました。当社におきましては、これらの助成を受け、新製品開発を加速して

まいります。　

②　光測定器関連事業

　通信設備投資の回復や、中国における通信光化の急速拡大を背景に、製造ライン向け光測定器製品の売上が増加

いたしました。一方で、OCT（Optical Coherence Tomography＝光干渉断層画像）関連製品については、多方面か

ら引き合いを頂いているものの、製品として実用化されるまでには一定の開発工程を要するものが中心であり、

売上高が伸びませんでした。その結果、当第２四半期の売上高は158百万円、セグメント損失は24百万円となりま

した。

③　システム・ソリューション事業

　システム・ソリューション事業のソフトウェア販売について、一部の顧客で経費引き締め等の動きが見られて

いることに対し、きめ細かなフォローアップにて対応いたしました。当第２四半期の売上高は55百万円、セグメン

ト損失は5百万円となりました。

(2）財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末の総資産残高は7,191百万円となり、前連結会計年度末と比較して202百万円減少い

たしました。円高による外貨資産残高の減少などがその主な要因です。負債総額は前連結会計年度末より7百万円の

減少の788百万円と、ほぼ横ばいとなっております。

　純資産につきましては、6,402百万円と、前連結会計年度末と比較して195百万円の減少となりました。四半期純損

失97百万円の発生に加え、投資有価証券の含み損増加によるものです。この結果、自己資本比率は89.0％となりまし

た。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、72百万円のマイナス（前年同四半期は143百

万円のプラス）となりました。主に税金等調整前四半期純損失を計上したこと、売上債権が増加したことによるも

のであります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券を売却したことなどにより、193百万円のプラス（前年同四

半期は195百万円のマイナス）、財務活動によるキャッシュ・フローは、ほぼ前年同四半期並みの0.8百万円のマイ

ナスとなりました。

　円高による影響等で現金及び現金同等物に係る換算差額が52百万円のマイナス（前年同四半期は85百万円のマイ

ナス）となったことを加え、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物残高は1,593百万円となり、前連結

会計年度末（1,540百万円）に比べて53百万円の増加となりました。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　当第２四半期における当社グループ全体の研究開発活動の金額は、86百万円であります。当社グループにおきまし

ては、現在、日本国政府や地方公共団体が募集する研究事業に積極的に応募し、また、研究機関や企業からの受託研

究を獲得することで、当社の研究開発を加速させております。

　当社グループの取組む、複数の先進的な研究テーマについて、ＮＩＣＴ及びＮＥＤＯから、それぞれ、助成事業とし

て採択決定をうけました。本年度における助成額は、ＮＩＣＴ分が助成対象経費の２分の１、上限31百万円であり、

ＮＥＤＯ分は助成対象経費の３分の２、上限100百万円となっております。助成決定を受け、当社グループでは研究

開発費を当初計画から上積みの上、研究開発を加速しております。

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社の属する光通信市場においては、設備投資が回復してきておりますが、顧客が慎重姿勢を続けており、価格引

下げ要求が続いております。ブロードバンドの普及、映像などの大容量コンテンツの普及、インターネットにおける

通信量増大、モバイル通信の更なる拡大などを背景として、設備増強の必要性は高まっておりますが、設備投資状況

の正常化の時期は予測できておりません。

　当社グループは、このような環境のもとで、市場の動向を正確に見極め、変化に対して的確な対応を可能とする組

織作りを行うとともに、光技術の可能性を更に高め、将来の成長に向けて全力を尽くしてまいります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。

EDINET提出書類

サンテック株式会社(E01870)

四半期報告書

 7/34



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 37,755,200

計 37,755,200

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 11,961,100 11,961,100

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株

計 11,961,100 11,961,100 － －

　（注）１　「提出日現在発行数」欄には、平成22年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

　　　　２　第２四半期会計期間末現在の上場金融商品取引所は、大阪証券取引所へラクレスであります。

　　　　　　なお、大阪証券取引所へラクレスは、平成22年10月12日付で新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されて

おり、同日以降の上場金融商品取引所は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。
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（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

①　平成15年６月18日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 599

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） 50

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 54,900

新株予約権の行使時の払込金額（円） 31,300

新株予約権の行使期間
自　平成17年７月１日

至　平成23年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　313

資本組入額　157

新株予約権の行使の条件

①　新株予約権者は、平成17年７月１日以降、行使が可能に

なるものとし、以下の区分に従って付与された新株予約権

の一部または全部を行使することができる。

i) 平成17年７月１日以降、平成19年６月30日まで

付与個数の２分の１まで行使することができる。

ii)平成19年７月１日以降、平成23年６月30日まで

付与個数のすべてについて行使することができる。

②　新株予約権者は、権利行使時においても、当社または当

社の子会社の取締役、監査役もしくは従業員の地位にある

ことを要する。ただし、当社または当社の子会社の取締役

もしくは監査役を任期満了により退任した場合、定年退職

その他正当な理由のある場合はこの限りではない。

③　新株予約権行使日の前日の㈱大阪証券取引所JASDAQ市

場における当社株式の終値が、１株当たりの払込金額の

1.5倍以上であることを要する。

④　その他の行使の条件については、当社と新株予約権割

当の対象者との間で締結した契約に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めない。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －
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②　平成16年６月16日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 796

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） 72

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 72,400

新株予約権の行使時の払込金額（円） 39,600

新株予約権の行使期間
自　平成18年７月１日

至　平成24年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　396

資本組入額　198

新株予約権の行使の条件

①　新株予約権者は、平成18年７月１日以降、行使が可能に

なるものとし、以下の区分に従って付与された新株予約権

の一部または全部を行使することができる。

i) 平成18年７月１日以降、平成20年６月30日まで

付与個数の２分の１まで行使することができる。

ii)平成20年７月１日以降、平成24年６月30日まで

付与個数のすべてについて行使することができる。

②　新株予約権者は、権利行使時においても、当社または当

社の子会社の取締役、監査役もしくは従業員の地位にある

ことを要する。ただし、当社または当社の子会社の取締役

もしくは監査役を任期満了により退任した場合、定年退職

その他正当な理由のある場合はこの限りではない。

③　新株予約権行使日の前日の㈱大阪証券取引所JASDAQ市

場における当社株式の終値が、１株当たりの払込金額の

1.5倍以上であることを要する。

④　その他の行使の条件については、当社と新株予約権割

当の対象者との間で締結した契約に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めない。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　
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（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
 （千円）

資本金残高
 （千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
－ 11,961,100 － 4,978,566 － 1,209,465

　

（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　(有)　光和 　愛知県春日井市中央台７丁目１－２ 3,794,000 31.72

　定村　政雄 　愛知県春日井市 806,000 6.74

　定村　幸恵 　愛知県春日井市 554,000 4.63

　鄭　台鎬 　愛知県瀬戸市 504,000 4.21

　鄭　元鎬 　愛知県春日井市 504,000 4.21

　鄭　昌鎬 　愛知県春日井市 504,000 4.21

　山根　昭男 　京都府京都市 400,500 3.35

　野村　光子 　愛知県春日井市 252,000 2.11

　サンテック社員持株会
　愛知県小牧市大草年上坂５８２３

　サンテック株式会社内　
229,100 1.92

　磯野　正美 　神奈川県厚木市 145,000 1.21

計 － 7,692,600 64.31

 

 

　

EDINET提出書類

サンテック株式会社(E01870)

四半期報告書

11/34



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　 100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 11,960,300 119,603 －

単元未満株式 普通株式  　　700 － －

発行済株式総数 11,961,100 － －

総株主の議決権 － 119,603 －

　(注）　　 上記「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式100株（議決権1個）が含まれてお

ります。

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

santec株式会社
愛知県小牧市大字大

草字年上坂5823番地
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 211 202 189 180 176 172

最低（円） 182 172 170 166 165 158

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ヘラクレスにおけるものであります。なお、大阪証券取引所へラクレスは、平

成22年10月12日付で新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引

所は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から

平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間

（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22

年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けて

おります。

　なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人と

なっております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,583,250 1,532,069

受取手形及び売掛金 617,244 588,066

有価証券 10,699 8,531

商品及び製品 159,612 114,656

仕掛品 97,617 102,580

原材料 231,718 226,650

その他 31,883 34,452

流動資産合計 2,732,026 2,607,007

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1, ※2
 2,034,377

※1, ※2
 2,082,229

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 38,600

※1
 43,962

土地 ※2
 1,625,927

※2
 1,625,927

リース資産（純額） ※1
 6,415

※1
 8,034

その他（純額） ※1
 102,672

※1
 101,562

有形固定資産合計 3,807,992 3,861,716

無形固定資産 102,040 101,090

投資その他の資産 549,069 824,018

固定資産合計 4,459,102 4,786,825

資産合計 7,191,129 7,393,833
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 279,695 226,758

未払法人税等 11,389 10,957

賞与引当金 30,036 20,248

その他 83,074 94,892

流動負債合計 404,196 352,856

固定負債

退職給付引当金 227,228 218,331

役員退職慰労引当金 142,698 215,399

資産除去債務 10,493 －

その他 4,362 9,909

固定負債合計 384,783 443,641

負債合計 788,979 796,497

純資産の部

株主資本

資本金 4,978,566 4,978,566

資本剰余金 1,209,465 1,209,465

利益剰余金 382,322 480,192

自己株式 △65 △65

株主資本合計 6,570,289 6,668,158

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △54,965 13,086

為替換算調整勘定 △113,173 △83,909

評価・換算差額等合計 △168,139 △70,823

純資産合計 6,402,149 6,597,335

負債純資産合計 7,191,129 7,393,833
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 1,141,376 1,225,470

売上原価 785,008 788,252

売上総利益 356,367 437,218

販売費及び一般管理費 ※1
 517,662

※1
 501,999

営業損失（△） △161,295 △64,781

営業外収益

受取利息 5,512 13,216

受取配当金 667 681

助成金収入 － 10,403

その他 4,214 1,203

営業外収益合計 10,395 25,504

営業外費用

支払利息 289 195

為替差損 31,259 109,885

休止固定資産減価償却費 14,231 －

その他 7,937 22,845

営業外費用合計 53,717 132,925

経常損失（△） △204,617 △172,202

特別利益

貸倒引当金戻入額 592 －

役員退職慰労引当金戻入額 － 79,969

その他 － 5,350

特別利益合計 592 85,319

特別損失

固定資産除却損 75 12

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,937

特別損失合計 75 5,950

税金等調整前四半期純損失（△） △204,101 △92,832

法人税等 602 5,036

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △97,869

四半期純損失（△） △204,704 △97,869
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 523,454 630,986

売上原価 360,983 406,760

売上総利益 162,471 224,226

販売費及び一般管理費 ※1
 241,263

※1
 252,506

営業損失（△） △78,792 △28,279

営業外収益

受取利息 2,834 6,993

助成金収入 － 6,514

その他 181 959

営業外収益合計 3,016 14,467

営業外費用

支払利息 139 91

為替差損 65,332 45,512

その他 10,897 11,949

営業外費用合計 76,369 57,552

経常損失（△） △152,145 △71,364

特別利益

投資有価証券売却益 － 3,500

特別利益合計 － 3,500

特別損失

固定資産除却損 53 5

特別損失合計 53 5

税金等調整前四半期純損失（△） △152,198 △67,870

法人税等 1,595 2,469

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △70,339

四半期純損失（△） △153,794 △70,339
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △204,101 △92,832

減価償却費 100,933 87,289

退職給付引当金の増減額（△は減少） 14,781 8,897

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,478 △70,974

賞与引当金の増減額（△は減少） 12,371 9,900

貸倒引当金の増減額（△は減少） △592 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,937

受取利息及び受取配当金 △6,180 △13,882

支払利息 289 195

為替差損益（△は益） 19,944 102,876

投資有価証券売却損益（△は益） － △5,350

固定資産除却損 75 12

売上債権の増減額（△は増加） 251,986 △50,907

たな卸資産の増減額（△は増加） 88,186 △45,392

仕入債務の増減額（△は減少） △57,020 67,871

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,639 △6,082

その他 △53,208 △12,203

小計 170,304 △14,645

利息及び配当金の受取額 6,133 12,255

利息の支払額 △289 △195

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △56 △3,920

営業活動によるキャッシュ・フロー 176,091 △6,505

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △29,618 △19,478

有形固定資産の売却による収入 1,158 －

無形固定資産の取得による支出 － △5,562

投資有価証券の取得による支出 △192,230 △92,892

投資有価証券の売却による収入 － 305,350

預り保証金の返還による支出 △11,730 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △232,419 187,417

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △85 △23

リース債務の返済による支出 △1,643 △1,738

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,728 △1,761

現金及び現金同等物に係る換算差額 △33,289 △125,801

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △91,347 53,348

現金及び現金同等物の期首残高 1,432,811 1,540,600

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,341,464

※1
 1,593,949
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】
　

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．会計処理基準に関する事項の変更 　１）資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の経常損失が200千円、税金等調

整前四半期純損失が6,137千円それぞれ増加しております。また、当会計

基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は10,433千円でありま

す。

　２）企業結合に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会

計基準第21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会

計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事

業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成20年12月26

日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年12月

26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する

適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）を適用

しております。

　なお、これらの適用により、子会社の資産及び負債の評価方法を部分時

価評価法から全面時価評価法へ変更しております。当該変更による資産、

負債または損益に与える影響はありません。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

１ 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

２ 前第２四半期連結累計期間において、区分掲記しておりました「休止固定資産減価償却費」（当第２四半期連結

累計期間13,521千円）は、営業外費用総額の100分の20以下となったため、営業外費用の「その他」に含めて表示して

おります。
　

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結貸借対照表関係）

　前第２四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました「投資有価証券」（当第２四半期連結会計期間

534,243千円）は、総資産額の100分の10以下となったため、投資その他の資産に含めて表示しております。

　
（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省

略して前連結会計年度末における実地棚卸高を基礎とした合理的な方法

により算定しております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなもの

についてのみ正味売却可能価額を見積もり、簿価切下げを行う方法に

よっており、営業循環過程から外れた滞留又は処分見込等の棚卸資産で

あって、前連結会計年度末において帳簿価額を処分可能価額まで切り下

げている棚卸資産については、前連結会計年度末から著しい状況の変化

がないと認められるため、前連結会計年度末における貸借対照表価額で

計上しております。

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延

税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判定に関して、前連結会計年度末以降に経

営環境等に著しい変化がなく、かつ、一時差異の発生状況に著しい変化が

ないと認められる場合には、前連結会計年度決算において使用した将来

の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前

連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化があるか、又は、一時差異

の発生状況に著しい変化が認められた場合には、前連結会計年度決算に

おいて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい

変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１．税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、これによると著しく合理性を欠く結果となる場合には「四半期

財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間財

務諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率

を使用する方法）に準じて計算しております。なお、法人税等調整額は、

法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、3,600,963千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、3,542,841千円で

あります。

※２　有形固定資産に含まれる重要な休止固定資産は次の

とおりであります。なお、当該有形固定資産の減価償却

費は営業外費用として計上しております。

　　　建物及び構築物 473,598千円

　　　土地 41,177千円

※２　有形固定資産に含まれる重要な休止固定資産は次の

とおりであります。なお、当該有形固定資産の減価償却

費は営業外費用として計上しております。

　　　建物及び構築物 482,667千円

　　　土地 41,177千円

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　　給与等 173,431千円

　　賞与引当金繰入額 10,402千円

　　退職給付引当金繰入額 5,919千円

　　役員退職慰労引当金繰入額 10,720千円

　　減価償却費 35,231千円

　　研究開発費 121,836千円

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　　給与等 155,259千円

　　賞与引当金繰入額 8,861千円

　　退職給付引当金繰入額 4,836千円

　　役員退職慰労引当金繰入額 8,897千円

　　減価償却費 28,818千円

　　研究開発費 160,387千円

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　　給与等 87,006千円

　　賞与引当金繰入額 3,534千円

　　退職給付引当金繰入額 3,061千円

　　役員退職慰労引当金繰入額 5,774千円

　　減価償却費 17,666千円

　　研究開発費 44,775千円

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　　給与等 78,642千円

　　賞与引当金繰入額 1,939千円

　　退職給付引当金繰入額 2,434千円

　　役員退職慰労引当金繰入額 4,858千円

　　減価償却費 14,554千円

　　研究開発費 86,025千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 1,335,221千円

有価証券 6,242千円

現金及び現金同等物 1,341,464千円　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成22年９月30日現在）

現金及び預金勘定 1,583,250千円

有価証券 10,699千円

現金及び現金同等物 1,593,949千円　
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年９月30日）

　

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　11,961,100株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　       150株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
光 部 品
関連事業
(千円)

光測定器
関連事業
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

消    去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 293,823177,46752,164523,454 － 523,454

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
7,465 1,342 － 8,807 △8,807 －

計 301,289178,80952,164532,262△8,807 523,454

営業利益又は営業損失（△） △89,379 7,599 2,987△78,792 － △78,792

　（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業の主な製品

(1）光部品関連事業……IPD、OFM、WDM、CWDM、MDM、TPF、TPR、OVA-650、MOVA、OWL、Vcom、Vmux、PS

(2）光測定器関連事業……ECL、TSL、UWS、HSL、OTF、PEM、PMD、OCTシステム

(3）その他事業……システム・ソリューション事業製品及び他社輸入製品（海外他社製品）

３．その他事業のうち、システム・ソリューション事業の売上高は52,164千円であります。

４．営業費用の配賦方法の変更

前第２四半期連結会計期間

　従来、営業費用のうち当社の一般管理費は、主に売上高に基づき各セグメントに配賦しておりましたが、第１

四半期連結会計期間より事業スピード及び経営効率向上を目的としてビジネスユニット制を導入したことに

伴い、当該費用の各セグメントへの帰属の状況をより明確にするため、より詳細な配賦基準に基づき配賦する

方法に変更いたしました。この変更に伴い、従来の方法と同一の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結

会計期間の「光部品関連事業」の営業損失が10,456千円減少し、「光測定器関連事業」の営業利益が9,360千

円、「その他事業」の営業利益が1,096千円それぞれ減少しております。
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前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
光 部 品
関連事業
(千円)

光測定器
関連事業
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

消    去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1）外部顧客に対する売上高 714,224320,358106,7921,141,376 － 1,141,376

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
9,803 15,554 － 25,358△25,358 －

計 724,028335,912106,7921,166,734△25,3581,141,376

営業利益又は営業損失（△） △147,781△21,144 7,629△161,295 － △161,295

　（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業の主な製品

(1）光部品関連事業……IPD、OFM、WDM、CWDM、MDM、TPF、TPR、OVA-650、MOVA、OWL、Vcom、Vmux、PS

(2）光測定器関連事業……ECL、TSL、UWS、HSL、OTF、PEM、PMD、OCTシステム

(3）その他事業……システム・ソリューション事業製品及び他社輸入製品（海外他社製品）

３．その他事業のうち、システム・ソリューション事業の売上高は106,618千円であります。

４．営業費用の配賦方法の変更

前第２四半期連結累計期間

　従来、営業費用のうち当社の一般管理費は、主に売上高に基づき各セグメントに配賦しておりましたが、第１

四半期連結会計期間より事業スピード及び経営効率向上を目的としてビジネスユニット制を導入したことに

伴い、当該費用の各セグメントへの帰属の状況をより明確にするため、より詳細な配賦基準に基づき配賦する

方法に変更いたしました。この変更に伴い、従来の方法と同一の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結

累計期間の「光部品関連事業」の営業損失が44,959千円減少し、「光測定器関連事業」の営業利益が43,184千

円、「その他事業」の営業利益が1,775千円それぞれ減少しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
日本
(千円)

北米
(千円)

ヨーロッパ
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

消　　去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高                             

(1）外部顧客に対する売

上高
336,946143,75332,9919,762523,454 － 523,454

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
164,3628,819 2 △13 173,170△173,170 －

計 501,309152,57232,9949,748696,625△173,170523,454

営業利益又は営業損失

（△）
△71,291△2,426△5,374 300△78,792 － △78,792

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1）北米……アメリカ合衆国

(2）ヨーロッパ……イギリス

(3）その他……中華人民共和国

３．営業費用の配賦方法の変更

　前第２四半期連結会計期間

従来、営業費用のうち当社の営業管理部門にかかる費用の一部を売上高に基づき「北米」「ヨーロッパ」

「その他」に配賦しておりましたが、第１四半期連結会計期間より「日本」に含めることとしました。この変

更は、セグメント別損益をより適切に表示するためであります。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比

べて、当第２四半期連結会計期間の営業損失は、「日本」で857千円増加し、「北米」で636千円、「ヨーロッ

パ」で146千円それぞれ減少し、営業利益は、「その他」で73千円増加しております。

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
日本
(千円)

北米
(千円)

ヨーロッパ
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

消　　去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高                             

(1）外部顧客に対する売

上高
737,980289,91485,80327,6781,141,376－ 1,141,376

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
353,98824,375 267 715 379,346△379,346 －

計 1,091,968314,29086,07028,3931,520,722△379,3461,141,376

営業利益又は営業損失

（△）
△150,462△12,358△693 2,218△161,295 － △161,295

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1）北米……アメリカ合衆国

(2）ヨーロッパ……イギリス

(3）その他……中華人民共和国

３．営業費用の配賦方法の変更

　前第２四半期連結累計期間

従来、営業費用のうち当社の営業管理部門にかかる費用の一部を売上高に基づき「北米」「ヨーロッパ」

「その他」に配賦しておりましたが、第１四半期連結会計期間より「日本」に含めることとしました。この変

更は、セグメント別損益をより適切に表示するためであります。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比

べて、当第２四半期連結累計期間の営業損失は、「日本」で2,032千円増加し、「北米」で1,455千円、「ヨー

ロッパ」で396千円それぞれ減少し、営業利益は、「その他」で180千円増加しております。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 北米 ヨーロッパ アジア 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 97,251 41,418 57,457 196,127

Ⅱ　連結売上高（千円） 　 　 　 523,454

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
18.6 7.9 11.0 37.5

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 北米 ヨーロッパ アジア 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 140,258 92,849 185,461 418,570

Ⅱ　連結売上高（千円） 　 　 　 1,141,376

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
12.3 8.1 16.2 36.7

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
２．各区分に属する主な国又は地域
(1）北米……アメリカ合衆国、カナダ
(2）ヨーロッパ……イギリス、イタリア、フランス、ドイツ、スウェーデン
(3）アジア……中華人民共和国、大韓民国、台湾、タイ、シンガポール
３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　　当社は、本社に製品・サービス別のビジネスユニットを置き、各ビジネスユニットは、営業・研究開発・生産技術

・生産の各機能が一体となって戦略立案、新製品開発から販売、アフターサービスまでに対応するなどの事業活

動を展開しております。

　　従って、当社は、ビジネスユニットを基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「光部品関

連事業」、「光測定器関連事業」、「システム・ソリューション事業」の３つを報告セグメントとしております。

　　「光部品関連事業」は、光通信システムにおける光通信向けの光部品を開発、製造、販売しております。

　　「光測定器関連事業」は、企業及び大学、研究機関向けに、光通信機器や光部品の評価装置及び検査装置を開発、

製造、販売しております。加えて、OCT装置を医療機器メーカー等向けに開発、製造、販売しております。

　　「システム・ソリューション事業」は、パソコンの遠隔サポートを可能にするソフトウエア、映像ネットワーク

機器等を販売しております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

（単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

光 部 品
関連事業

光測定器
関連事業

システム・
ソリューショ
ン事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 800,466307,770117,0501,225,287 183 1,225,470

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 800,466307,770117,0501,225,287 183 1,225,470

セグメント利益又は損失

（△）
9,170△66,644△7,380△64,854 73 △64,781
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当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

（単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

光 部 品
関連事業

光測定器
関連事業

システム・
ソリューショ
ン事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 416,627158,84955,509630,986 － 630,986

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

計 416,627158,84955,509630,986 － 630,986

セグメント利益又は損失

（△）
1,592△24,543△5,329△28,279 － △28,279

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外他社製品の輸入販売

事業であります。

２　報告セグメント及びその他のセグメント利益又は損失の合計は、四半期連結損益計算書の営業損失

と一致しております。

 　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（減損損失）

　　該当事項はありません。

　（のれん）

　　該当事項はありません。

　（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。

　　

（追加情報）

　　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成

20年３月21日）を適用しております。
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（金融商品関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度末と比較して著しい変動が認められな

いため記載しておりません。

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度末と比較して著しい変動が認められな

いため記載しておりません。

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度末と比較して著しい変動が認められ

ないため記載しておりません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自 平成22年７月１日　至 平成22年９月30日）

　四半期連結財務諸表等への影響額に重要性がないため記載しておりません。 

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日）

　該当事項はありません。

（資産除去債務関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に当連結会計期間の期首と比較して著しい変動が認

められないため記載しておりません。

（賃貸等不動産関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

　賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度末と比較して著しい変動が認めら

れないため記載しておりません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 535.25円 １株当たり純資産額 551.57円

２．１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △17.11円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 △8.18円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額         

四半期純損失（千円） △204,704 △97,869

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） △204,704 △97,869

期中平均株式数（株） 11,960,950 11,960,950

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

新株予約権２種類（新株予約権

の数563個及び748個）。

なお、概要は「第４提出会社の

状況、１株式等の状況、(２)新

株予約権等の状況」に記載のと

おりであります。

－

　

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 △12.86円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 △5.88円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期

純損失であるため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額         

四半期純損失（千円） △153,794 △70,339

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） △153,794 △70,339

期中平均株式数（株） 11,960,950 11,960,950

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

新株予約権２種類（新株予約権

の数563個及び748個）。

なお、概要は「第４提出会社の

状況、１株式等の状況、(２)新

株予約権等の状況」に記載のと

おりであります。

－

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

当第２四半期連結会計期間（自 平成22年７月１日　至 平成22年９月30日）
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　当社グループは、リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

て、通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっているため、該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月13日

ｓａｎｔｅｃ株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岩﨑　宏一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　賢次　　印

 　  　 　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているｓａｎｔｅｃ株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成

21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ｓａｎｔｅｃ株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月12日

ｓａｎｔｅｃ株式会社

取締役会　御中

有限責任　あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩﨑　宏一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　賢次　　印

　 　  　 　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているｓａｎｔｅｃ株式会

社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成

22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ｓａｎｔｅｃ株式会社及び連結子会社の平成22年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

追記情報

　　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１に記載されているとおり、会社及び連結子会社

は、第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指

針」を適用している。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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